
8月のできごと
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木
島
投
げ
松
明
た
い
ま
つ

8
月
16
日

富
士
川
西
岸
（
木
島
地
先
）

先
祖
や
水
難
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人

を
供
養
す
る
た
め
、
木
島
投
げ
松
明
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
か
り
が
ね
護
所
太
鼓
保

存
会
の
演
奏
の
中
、
３
本
の
柱
の
先
に

あ
る
「
蜂は
ち

の
巣
」
と
呼
ば
れ
る
か
ご
を

目
が
け
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く

の
参
加
者
が
松
明
を
投
げ
ま
し
た
。
火

が
と
も
っ
た
か
ご
が
崩
れ
る
際
に
で
き

る
火
柱
は
迫
力
満
点
。
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。
ま
た
、
駿
州
木
島
手
筒
組
に

よ
る
勇
壮
な
手
筒
花
火
や
華
や
か
な
打

ち
上
げ
花
火
も
祭
り
を
彩
り
ま
し
た
。

富士川で伝統の供養祭を開催

3本の柱に向け、一斉に松明が投げられた

第
28
回
富
士
市
青
少
年
の
船
帰
港
式

8
月
6
日
〜
10
日

田
子
の
浦
埠
頭

「O
ne

ワ

ンfor フ
ォ
ーall オ
ー
ル,all オ
ー
ルfor フ
ォ
ーone ワ

ン

ひ
と

り
は
み
ん
な
の
た
め
に

み
ん
な
は
ひ

と
り
の
た
め
に
信
じ
合
い
助
け
合
お

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
「
富

士
市
青
少
年
の
船
」
が
帰
港
し
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
で
、
寄
港
地
が
鹿
児
島

に
な
っ
た
今
回
、
研
修
生
4
2
9
人
は

4
泊
5
日
の
洋
上
研
修
で
平
和
学
習
や

海
洋
学
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
充

実
し
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

帰
港
式
で
の
研
修
生
た
ち
は
、
研
修

を
終
え
た
自
信
と
充
実
感
で
、
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

将来を担う人材の育成

戦争や平和について問いかける

戦争に関する約590点の資料が展示された

帰港式の後、大空に向かって帽子を飛ばす研修生一同

2
0
1
1

平
和
の
た
め
の
富
士
戦
争
展

8
月
10
日
〜
15
日

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー

こ
と
し
も
「
平
和
の
た
め
の
富
士
戦

争
展
」
が
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
展
示
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
当
時
の

雑
誌
や
寄
せ
書
き
、
千
人
針
な
ど
、
戦

争
を
伝
え
る
数
々
の
資
料
が
展
示
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
争
体
験
者
に
よ
る
語
り
部

の
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
折
り
鶴
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
多
く
の

人
が
平
和
へ
の
祈

り
を
込
め
て
鶴
を

折
り
ま
し
た
。



■
都
市
活
力
再
生
本
部
の
体
制

都
市
活
力
再
生
本
部
は
、
市
長
を
本
部

長
と
し
、
副
市
長
、
各
部
長
な
ど
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市
活
力
再
生
本

部
の
中
に
は
、
主
幹
・
主
査
級
の
職
員
を

主
体
と
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
特
別
作

業
班
）
を
つ
く

り
、
現
在
富
士

市
が
直
面
し
て

い
る
緊
急
の
課

題
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
事
務
局

と
し
て
、
企
画

課
内
に
都
市
活

力
再
生
室
（
平

成
24
年
度
末
ま

で
）
を
設
置
し

ま
し
た
。

■
今
後
の
予
定

◆
平
成
23
年
度

大
手
企
業
の
動
向
と
生
産
縮
小
に
よ

る
影
響
の
把
握
及
び
そ
の
対
策
の
検
討

◆
平
成
24
年
度

「（
仮
称
）
都
市
活
力
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
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富
士
市
総
合
防
災
訓
練
（
会
場
型
）

8
月
28
日

富
士
川
第
一
中
学
校

今
回
で
16
回
目
と
な
る
会
場
型
防
災

訓
練
。
富
士
川
第
一
中
学
校
を
会
場
に
、

富
士
川
地
区
の
25
自
主
防
災
会
を
は
じ

め
、
市
民
団
体
な
ど
19
団
体
を
加
え
た

約
1
6
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
東
海
地
震
を
想
定
し
、

地
震
発
生
予
知
か
ら
災
害
発
生
直
後
ま

で
の
緊
急
時
の
対
応
を
確
認
。
救
出
・

救
助
、
初
期
消
火
と
い
っ
た
実
践
的
な

訓
練
の
ほ
か
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援

体
験
や
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士
を
養
成
す
る

講
座
な
ど
、
多
彩
な
内
容
の
訓
練
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地域ぐるみで防災力を高める

地区住民と救助隊による救出・救助訓練

「しあわせを実感できるまち ふじ」の実現に向けて

都市活力再生本部を設置しました

事務局
都市活力再生室
（企画課）

タスクフォース
（特別作業班）

本部長（市長）

（副市長、各部長など）
都市活力再生本部

都
市
活
力
再
生
本
部
の
設
置
に
つ
い
て

現
在
、
富
士
市
で
は
大
手
企
業
の
生
産

縮
小
や
海
外
工
場
建
設
な
ど
の
計
画
が
発

表
さ
れ
、
雇
用
情
勢
や
関
連
企
業
の
業
績

へ
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
市
は
、
雇

用
の
確
保
な
ど
緊
急
の
課
題
に
迅
速
に
対

応
し
、
市
民
生
活
や
企
業
業
績
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
都
市
活
力

再
生
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
真
に
「
元
気
の
あ
る
富
士
市
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
産
業
面
の
政
策

に
加
え
、
土
地
利
用
計
画
や
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
、
総
合
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
市
活
力
再
生
本
部
で
は
、
そ
の
た
め
の

青
写
真
と
し
て
「（
仮
称
）
都
市
活
力
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
は
、
こ
の
難
局
を
都
市
の
生
き
方
を

見
つ
め
直
す
機
会
と
と
ら
え
、
今
後
も
、

活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
持
続
可
能
な
都

市
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 富士市長 鈴木 尚

9月1日
始 動

問
い
合
わ
せ

企
画
課

都
市
活
力
再
生
室
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都市活力再生本部の組織図


